
（１） 第５０７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ４月１５日

第 ５０７ 号

日 程

【４月】

14 女性部幹事会

保育部会幹事会

医療介護評議会幹事会

（内子）

14 女性部幹事会

保健師部会幹事会

20 県本部拡大執行委員会

非正規公共評議会幹事会

中予総支部代表者会議

（松山）

23 大洲病院労組定期大会

24 東予総支部代表者会議

（新居浜）

【５月】

１ 愛媛中央メーデー集会

（松山市城山公園）

３ 愛媛憲法集会

（松山市コミセン）

６ 国民平和大行進

（高知・愛媛県境出発）

17 自治労連中央委員会

（横浜～18）

19 国民平和大行進

（四国中央市→香川県）

25 県本部拡大執行委員会

8.10～11四国青年部よさこいプロジェクト 3.3～4自治労連青年・女性ステップセミナー 10.20伊予市職労青年部バブルサッカー

9.22西条市職労青年部サイクリング ７月西日本豪雨災害ボランティア、全国からの支援 12.15四国中央市職労ＵＳＪツアー

12.6～8全国バレーボール大会

新居浜市職労チーム

5.26～27四国保育団体合同研究集会 1.18西予市職労青年部学習会・新年会 12.9県本部青年部フットサル大会



新
居
浜
市
職
労
は
３
月
３

日
、
婦
人
部
恒
例
の
「
い
ち

ご
狩
り
」
に
組
合
員
・
職
員
・

家
族
３
０
７
人
が
参
加
。
小

雨
が
降
る
も
ハ
ウ
ス
の

中
は
暖
か
く
、
い
ち
ご

の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
、

家
族
や
友
人
た
ち
と
楽

し
く
美
味
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
婦
人

部
代
表
の
帆
谷
さ
ん
が

「
組
合
は
人
員
増
や
賃

金
・
休
暇
の
改
善
、
働

き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
職
場
を
越

え
て
交
流
を
深
め
、
よ
り
良

い
市
役
所
づ
く
り
を
一
緒
に

す
す
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
「
い
つ
も
婦
人
部
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て

ま
す
」
と
家
族
の
方
、
「
子

ど
も
の
看
護
休
暇
の
改
善
は

助
か
っ
た
」
と
組
合
員
、

「
介
護
休
暇
を
取
り
た
い
の

で
す
が
」
と
相
談
も
あ
り
、

婦
人
部
の
い
ろ
ん
な
と
り
く

み
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
た
「
い
ち
ご
狩
り
」

で
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
３
月
３
日

春
恒
例
で
今
年

14回
目
と
な
っ

た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し

１
３
３
人
（
大
人

60人
・
子

ど
も

73人
）
が
参
加
。
朝
か

ら
雨
で
肌
寒
い
天
気
の
た
め
、

前
半
に
予
定
し
て
い
た
『
双

海
翠
小
学
校
』
の
清
掃
活
動

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
い
ち
ご
狩
り
」
を
家
族
ぐ

る
み
で
楽
し
み
ま
し
た
。
い

ち
ご
園
で
は
い
ろ
ん
な
種
類

の
い
ち
ご
を
食
べ
「
す
ご
く

大
き
く
て
甘
い
ね
～
」
「
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ね
～
」

な
ど
楽
し
そ
う
な
会
話
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
労
組
は
３

月
８
日
「
旗
び
ら
き
交
流
会
」

を
開
催
し

73人
が
参
加
。
昨

年
７
月
豪
雨
災
害
対
応
の
慰

労
も
兼
ね
、
近
年
の
企
画
で

は
最
多
の
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
和
氣
県
本
部
書
記

長
、
高
橋
県
医
労
連
書
記
長
、

四
国
労
働
金
庫
支
店
長
よ
り

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
上
田
書

記
が
「
自
治
労
連
共
済
」
に

つ
い
て
説
明
し
乾
杯
！
『
豪

華
景
品
』
が
当
た
る
「
く
じ

引
き
」
で
は
、
名
前
が
呼
ば

れ
る
度
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
、
し
ゃ
べ
り
、
心

が
和
ら
ぐ
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
職
場
で
組
合
員
が
参
加

を
誘
っ
た
正
規
看
護
師
２
人

が
、
こ
の
機
会
に
組
合
に
加

入
。
「
く
じ
引
き
」
で
２
人

と
も
『
豪
華
景
品
』
が
当
た

り
大
喜
び
で
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は
３
月
６
日

「
執
行
委
員
会
」
を
開
催
し

７
人
が
参
加
。
こ
の
間
と
り

く
ん
だ
『
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
』
結
果
を
見

な
が
ら
、
職
場
状
況
を
交
流
。

「
年
休
取
得
が
み
ん
な
６
日

未
満
な
の
は
、
人
が
足
り
ず

休
め
な
い
こ
と
の
現
れ
」

「
４
月
か
ら
年
休
５
日
取
得

義
務
化
、
ど
う
す
る
の
か
」

「
夏
季
休
時
期
の
年
休
し
か

取
れ
て
い
な
い
人
も
い
る
」

「
賃
金
改
善
や
人
員
増
は
必

要
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
関
わ
る
」
な
ど
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
予

定
の
「
定
期
大
会
」
に
向
け
、

３
月
中
に
新
役
員
へ
の
声
か

け
を
す
す
め
、
４
月
執
行
委

員
会
で
、
定
期
大
会
資
料
作

成
を
始
め
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
３
月

12日
、
４
回
目
と
な
る
「
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
説

明
会
」
を
開
催
し

13人
が
参

加
。
参
加
者
か
ら
「
職
場
で

上
司
に
聞
く
と
『
組
合
の
説

明
会
に
参
加
し
勉
強
し
て
き

た
方
が
い
い
』
と
言
っ
て
く

れ
た
」
な
ど
、
初
参
加
の
人

も
多
く
い
ま
し
た
。
２
月
実

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
同

じ
く
「
制
度
変
更
は
わ
か
る

が
、
ど
う
な
る
の
か
が
理
解

で
き
て
い
な
い
」
と
の
声
が

多
数
で
し
た
。
高
尾
県
本
部

委
員
長
が
パ
ワ
ポ
で
制
度
概

要
を
説
明
し
、
喜
井
市
職
労

委
員
長
が
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
み
な
さ
ん
の
要
望
・

不
安
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

『
よ
り
良
い
制
度
』
に
し
処

遇
改
善
で
き
る
よ
う
要
求
し

て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
『
要

求
書
』
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
」

と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
３
月

12・

18・

22日
と
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
の

「
非
正
規
組
合
員
の
意
見
交

換
会
」
を
開
催
し
、
３
日
間

で

27人
と
役
員
が
参
加
。
船

田
副
委
員
長
が
パ
ワ
ポ
で

「
制
度
内
容
」
と
「
要
求
項

目
」
を
説
明
。
組
合
員
か
ら

「
現
在
は
希
望
す
れ
ば

65歳

ま
で
働
け
る
制
度
だ
が
、
定

年
の
枠
が
な
く
な
る
と
、
年

金
支
給
ま
で
の
雇
用
保
障
が

な
く
な
る
の
で
は
」
「
期
末

手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
だ

が
、
月
額
ベ
ー
ス
で
も
現
行

を
下
回
ら
な
い
要
求
を
」

「
病
気
休
暇
は
正
規
職
員
の

90日
に
対
し
て
非
正
規
は
現

在
３
日
」
「
病
院
独
自
の
要

求
も
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

３
日
間
の
意
見
を
ふ
ま
え
た

『
要
求
書
案
』
を
作
成
し
、

非
正
規
組
合
員
に
要
求
項
目

を
周
知
し
て
、
４
月
の
執
行

委
員
会
で
確
認
後
、
当
局
に

提
出
し
ま
す
。

■
ま
た
、
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
過
ぎ
て
い
た
け
れ
ど
、

最
近
、
し
み
じ
み
と
思
い
に

ふ
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

（
今
治
・
白
石
）

■
看
護
学
生
時
代
所
属
し
て

い
た
サ
ー
ク
ル
琉
球
大
学

八
重
山
芸
能
研
究
会
（
通
称
：

八
重
芸
）
が
つ
い
に

52年
の

幕
を
下
ろ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
実
は
私
の
母
、
オ
ジ
、

イ
ト
コ
も
所
属
し
て
い
た
こ

の
サ
ー
ク
ル
。
先
日
解
散
式

が
行
わ
れ
、
そ
の
場
に
行
け

な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

ま
す
が
、
歌
い
踊
っ
た
あ
の

日
々
は
青
春
の
思
い
出
で
す
。

に
ー
ふ
ぁ
い
ゆ
ー
（
あ
り
が

と
う
）
八
重
芸
！

（
西
予
・
山
里
）

■
勤
務
校
で
の
卒
業
式
。
個

性
的
な
現
代
の
卒
業
式
の
内

容
に
ビ
ッ
ク
リ
！
私
が
仕
事

か
ら
卒
業
出
来
る
の
は
、
あ

と
？
年
（
笑
）

（
西
条
・
山
内
）

■
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
も
ら
っ
て
ま
す
。
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
を
後
輩
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０７号

２０１９年 ４月１５日

■
５
０
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
定
年
延
長
」
（
テ
イ

ネ
ン
エ
ン
チ
ョ
ウ
）
で
し
た
。

正
解
は
３
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
３
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

白
石

聡
（
今
治
）

山
里
敬
一
郎
（
西
予
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月

27日
【
発

表
】
５
０
９
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①ただ一つしかない。かけがえがない

④御輿が神社の境内に入ること

⑦特に女性の流行に左右されない着こなし、

○○○○ファッション

⑧支障なく事が運ぶ。役員は○○○○決まっ

た

⑨残らずなくなる。財布が○○○○かんに

【タテのカギ】

①男女同権論者。女性を大切に扱う男性

②自分の思いどおりに道具を使うさま

③東西○○北

⑤林のように多くの物が並び立つ。

高層ビルが○○○○する

⑥蕎麦の実の殻。枕などに詰める

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


